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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

無症候性 PBC (aPBC)患者は増加しているものの肝不全進行例を早期に鑑別するのは困難であ

り、肝不全進行症例を早期に発見できる予後予測マーカーが必要とされている。今回我々は岡

山大学病院消化器内科で aPBC 患者と診断した 101 例を対象とし、胆汁うっ滞、特に肝細胞内

のケラチン 7 (K-7)異常発現に着目して検討を行った。高 Grade の K-7 異常発現を 101 例中 9

例に認め、単変量解析では K-7 異常発現の程度は診断時の血中 ALT, ALP,総ビリルビン値と相

関を認めた。しかし組織中の胆管消失の程度とは関連を認めず、ステップワイズロジスティッ

ク回帰分析では K-7 異常発現は総ビリルビン値のみと相関していた。観察期間中 8 例に黄疸が

出現し黄疸出現までの期間は5.2年であったが、比例ハザードモデルを用いた解析では高Grade

の K-7 異常発現が唯一有意な黄疸出現の危険因子であり、また高 Grade の K-7 異常発現症例は

有意に診断から黄疸出現までの期間が短かった。このことから肝細胞中の K-7 異常発現の評価

法は診断時に aPBC 患者の予後不良例を鑑別するマーカーになり得ると思われた。 

論 文 審 査 結 果 の 要 旨
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